
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 104 

令和 5年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数物理 単位数 4 単位 年次 3 年次 

使用教科書 物理 改訂版（啓林館） 

副教材等 
セミナー物理基礎＋物理（第一学習社） 

改訂版フォトサイエンス物理図録（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

理数物理では様々な現象を一般化し、式を用いて表すことを学んでいきます。そのため、授業で

は文字式や数式の使用が中心になってきます。数学の知識を用いる場面も出てきます。 

授業を大切にし、復習をしっかり行ってください。また、問題集等を利用しできるだけ多くの問

題を解いて理解するよう努めてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・日常生活や社会との関連の重要性に気づき、物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高める

ことで物理の学習を通して自然科学の基礎を身に付ける。 

・目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、

物理学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

・問題演習を通して全般的な高校物理の理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現

象に関心や探究心を

もち、主体的に探究

しようとするととも

に、科学的態度を身

に付けている。 

 

物理学的な事物・現

象の中に問題を見い

だし、探究する過程

を通して、事象を科

学的に考察し、導き

出した考えを的確に

表現している。 

 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の事

物・現象を科学的に

探究する技能を身に

付けている。 

物理学的な事物・現

象に関する基本的

な概念や原理・法則

について理解を深

め、知識を身に付け

ている。 

 

評
価
方
法 

・授業への取り組み 

・提出物 

 

・定期考査 

・課題 

・定期考査 

・実験 

・定期考査 

・課題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

電
気
と
磁
気 

●電流 

・電流 

・直流回路 

・半導体 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

a:電気回路や半導体ついて興

味を持ち理解を深めようと

している。 

 

b:キルヒホッフの法則、電気量

保存則を用いて電気回路の

問題を解くことができる。 

 

c:電気回路を組み、ブリッジ回

路の特性などを実験・観察を

通して考察することができ

る。 

 

d:電池、抵抗、コンデンサー等

の回路素子の性質を十分に

理解している。  

 

学習への取り

組みの観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

定期考査 

１ 

電
気
と
磁
気 

●電流と磁界 

・磁気力と磁界 

・電流がつくる磁界 

・電流が磁界から受ける力 

・磁界中を動く荷電粒子 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:電流と磁場の関係について

興味を持ち理解を深めよう

としている。 

 

b:フレミングの左手の法則か

ら電流が磁界から受ける力

の向きを決定できる。磁界中

を動く荷電粒子に働くロー

レンツ力を正しく記述し、運

動を考察することができる。 

  

c:電流が作る磁界、電流が磁界

から受ける力の実験、観察か

らそれらを数式化できる。 

 電流が作る磁界についての

導出は高校物理では扱わな

い。  

 

d:磁気力に関するクーロンの

法則、磁界、磁束密度、磁束

の定義を理解している。  

学習への取り

組みの観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

１ 

 

●電磁誘導と電磁波 

・電磁誘導の法則 

・磁界中を運動する導体棒 

・自己誘導と相互誘導 

・交流 

・電気振動と電磁波 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:電磁誘導について興味を持

ち理解を深めようとしてい

る。 

 

b:ファラデーの電磁誘導の法

則、ローレンツ力から誘導起

電力を決定し、磁界中を動く

導体棒について考察できる。 

 直流回路と交流回路の違い

を理解し、交流回路の問題を

解くことができる。  

 

c:電磁誘導の法則や、磁界中を

動く導体棒に関する実験、観

察から現象を説明できる。 

 

d:自己誘導、相互誘導について

理解している。電磁波の特徴

とその発生について理解し

ている。  

学習への取り

組みの観察 

ノートやワー

クシートの記

述 

定期考査 

１ 

原
子
・分
子
の
世
界 

●電子と光 

・電子の電荷と質量 

・光の粒子性 

・X 線 

・粒子の波動性 

●原子・原子核・素粒子 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:原子物理の発展の歴史とそ

の中で，どのような法則等の

発見があり，それが現代の科

学・技術にどう繋がっている

のかについて関心を示して

いる。 

b:上記の流れにおいてポイン

トとなる現象とそれを説明

するための理論について解

説できる。 

c:過去から現在，未来に至る人

類の営みの中で物理・科学・

技術がどのようなはたらき

をしてきたかを具体的な事

象に関して考察することが

できる。 

d:電子の発見に関する歴史的

な実験について，その内容・

結果について物理学の観点

から表現できる。また電子や

光の示す二重性や原子モデ

ルおよび原子核反応に，原子

力の利用や放射線について

基本的な概念や法則を理解

している。 

学習への取

り組みの観

察 

ノートやワー

クシートの記

述 

定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 問
題
演
習 

●総合問題演習 

 

〇  〇 〇 a:これまでの学習内容を振り

返り，習得しようと問題演習

に意欲的に取り組んでいる。 

b:自然現象や現代の科学技術

について，物理現象との関り

や利用について考察し，物理

法則を用いて適切に表現で

きる。 

d:物理学の諸現象について基

本的な概念を理解しており，

様々な法則を適切に利用す

ることができる。 

学習への取

り組みの観

察 

発問に対す

る応答 

ノートやワー

クシートの課

題提出 

定期考査 

３ 問
題
演
習 

●総合問題演習 

 

〇  〇 〇 a:これまでの学習内容を振り

返り，習得しようと問題演習

に意欲的に取り組んでいる。 

b:自然現象や現代の科学技術

について，物理現象との関り

や利用について考察し，物理

法則を用いて適切に表現で

きる。 

d:物理学の諸現象について基

本的な概念を理解しており，

様々な法則を適切に利用す

ることができる。 

学習への取

り組みの観

察 

発問に対す

る応答 

ノートやワー

クシートの課

題提出 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


